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目標値
（32年3月時点）

平成29年度　構成事業

① スポーツ振興事業
ハード
間接補

助

②
ハード
ソフト
間接補

③
ハード
ソフト
間接補

④
ハード
ソフト
間接補

⑤
ハード
ソフト
間接補

⑥
ハード
ソフト
間接補

成果指標設定調書

【成果指標の設定】 年度

東京2020オリンピック・パラリンピックを契機とした
スポーツによるまちづくり事業

提案事業名

30成果指標設定年度

市町村名 三芳町

事業期間

現状値
（30年3月現在）

（成果の目標値）

稼働率(目標)（％）

公園でのオリンピック実施競技（野球競技利用人口）の増
（成果検証の具体的な方法）

東京2020オリンピック・パラリンピックを契機とし、町内におけるスポーツによる魅力ある
まちづくりを行うため、東京オリンピック実施競技に関する取り組みを推進する。

年度年度 ～30

【成果指標と構成事業の関連性】

事業の必要性、目的

年間利用者数(目標)（人）

（成果を検証する指標）

広報・HP等

自然の森・レクリエーション公園での野球での利用者の数を目標とする。

（上記の指標を設定した理由）
防球ネットを整備することにより、競技人口の拡大を目指すため利用者数前年比110％を目指す。

9,000人 10,000人

（施設建設等の場合）

住民への公表方法
及び特記事項

成 果 指 標

野球大会での利用の拡大や練習時の活用の増が見込めるため達成は可能。

成果指標の達成見込み

【成果指標の達成見込み】

目標達成のための
具体的な方策

記念の野球大会の開催や野球教室の実施、練習時には２面で活用できるため、２チームでの併用が
可能。

構成事業名

10,922合計

10,922

事業費（千円）概要・成果指標との関連性

 町内における初めての自転車競技会ツール・ド東入間「第１回三芳町クリテリウ
ム」の開催を支援し、競技力の向上や住民の関心向上を図る。
 東京大会で復活する野球について、少年野球に活用されている自然の森・レクリ
エーション公園の整備により、現在の野球場１面から２面の活用を可能とし、練習
の効率化による競技力向上に資する。
併せて、町内外の少年野球チームが参加するＭＩＹＯＳＨＩオリンピアード記念野
球大会の開催や、埼玉西武ライオンズと連携した野球教室の実施により競技力の向
上や競技人口の裾野拡大を図る.


